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本
修
士
論
文
で
は
、『
思
ひ
出
』
か
ら
『
満
洲
地
圖
』
ま
で
の
北
原
白
秋
の

詩
を
、
非
―〈
国
語
／
標
準
語
〉
的
な
も
の
と
の
距
離
か
ら
検
討
す
る
。
近

代
日
本
に
お
け
る
〈
国
語
〉
の
問
題
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
イ
・
ヨ
ン

ス
ク
や
安
田
敏
朗
、
長
志
珠
絵
ら
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
て
き
た
。
本
論
は
そ

の
問
題
意
識
を
共
有
し
な
が
ら
、〈
国
語
〉
と
詩
語
と
の
関
係
が
詩
作
品
に
与

え
た
影
響
を
、
白
秋
を
中
心
と
し
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
章
で
は
、
折
口
信
夫
が
「
詩
語
と
し
て
の
日
本
語
」
の
中
で
翻
訳
詩

体
の
中
に
「
第
二
国
語
」
た
る
詩
語
の
可
能
性
を
認
め
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、

白
秋
の
故
郷
柳
河
を
追
憶
し
た
第
二
詩
集
『
思
ひ
出
』（
一
九
一
一
）
に
見
ら

れ
る
ロ
ー
マ
字
表
記
「
柳
河
語
」
が
果
た
し
た
役
割
を
検
討
す
る
。

　
『
思
ひ
出
』
は
詩
の
主
体
を
認
識
の
不
明
瞭
な
「
無
智
」
の
位
置
に
置
く
こ

と
で
主
体
自
身
を
異
和
と
し
て
故
郷
か
ら
疎
外
し
、
詩
語
が
日
常
化
さ
れ
ざ

る
空
白
と
し
て
呈
示
さ
れ
る
。
し
か
し
当
時
、
詩
語
の
空
白
化
は
解
決
す
べ

き
問
題
で
あ
っ
た
。
薄
田
泣
菫
『
白
羊
宮
』（
一
九
〇
六
）
の
合
評
を
繙
く
と
、

翻
訳
語
と
し
て
の
古
語
が
も
は
や
辞
書
を
引
か
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
ほ

ど
空
白
化
し
て
い
た
事
情
が
見
え
て
く
る
。
白
秋
は
、
詩
の
内
部
に
お
い
て

空
白
で
あ
っ
た
「
柳
河
語
」
に
辞
書
体
の
註
釈
を
付
す
こ
と
で
「
わ
が
生
ひ

た
ち
」
と
い
う
仮
構
さ
れ
た
故
郷
へ
と
詩
語
を
還
元
し
、
空
白
の
限
界
に
抗
っ

た
。
ロ
ー
マ
字
表
記
語
へ
の
辞
書
的
註
釈
は
翻
訳
を
思
わ
せ
る
が
、
詩
の
外

部
で
「
柳
河
語
」
を
翻
訳
す
る
過
程
は
、
そ
れ
が
詩
の
内
部
に
お
い
て
翻
訳

不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
逆
説
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。『
思
ひ
出
』
の
詩

語
は
、
そ
の
翻
訳
不
可
能
な
固
有
性
に
よ
っ
て
詩
語
た
り
え
た
の
だ
。

　

第
二
章
で
は
、
一
九
一
〇
年
代
に
制
作
さ
れ
た
未
刊
の
三
崎
詩
集
『
畑
の

祭
』（『
白
秋
詩
集
』
第
一
巻
、
一
九
二
〇
収
録
）
か
ら
、
白
鳥
省
吾
と
の
間

に
交
わ
さ
れ
た
一
九
二
二
年
の
論
争
を
経
て
「
ち
ゃ
っ
き
り
節
」（
一
九
二

七
）
に
至
る
ま
で
の
白
秋
の
民
謡
観
の
変
遷
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

　

一
九
〇
〇
年
代
の
民
謡
蒐
集
は
〈
標
準
語
〉
制
定
を
目
的
と
す
る
〈
方
言
〉

調
査
の
一
環
と
し
て
始
め
ら
れ
、
志
田
義
秀
や
雑
誌
『
白
百
合
』
も
国
語
改

良
と
い
う
枠
組
み
を
継
承
し
、
民
謡
の
方
言
を
保
存
し
て
い
た
。
し
か
し
上

田
敏
は
国
語
改
良
の
枠
を
あ
え
て
排
す
る
こ
と
で
室
楽
と
民
謡
の
接
続
を
図
っ

た
。
敏
の
影
響
下
に
あ
っ
た
白
秋
の
『
畑
の
祭
』
に
は
、〈
方
言
〉
と
〈
標
準

語
〉
の
葛
藤
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
民
謡
の
引
用
・
コ
ラ
ー
ジ
ュ
が
地
方
の
固

有
性
を
蔽
い
隠
す
な
ど
、
詩
集
で
は
地
方
性
と
普
遍
性
が
拮
抗
し
て
い
る
。

　

創
作
し
た
民
謡
に
「
郷
土
」
が
な
い
と
い
う
白
鳥
の
指
摘
に
白
秋
は
柳
河

民
謡
で
応
え
た
が
、
白
鳥
の
「
印
刷
」
と
い
う
言
葉
を
受
け
る
中
で
白
秋
の

民
謡
論
は
均
衡
を
失
い
、
普
遍
性
へ
と
傾
い
て
い
く
。
白
鳥
の
一
九
一
〇
年

代
に
も
平
明
さ
と
「
知
的
階
級
語
」
の
拮
抗
が
あ
っ
た
。
一
九
二
二
年
の
論

争
は
葛
藤
す
る
一
九
一
〇
年
代
の
実
作
を
理
論
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一

九
二
七
年
に
な
り
、
白
秋
は
過
去
の
民
謡
の
過
剰
な
普
遍
性
を
反
省
す
る
。

し
か
し
方
言
を
多
用
し
た
「
ち
や
つ
き
り
節
」
は
あ
ら
か
じ
め
替
唄
が
防
止

さ
れ
た
一
元
的
な
も
の
で
あ
り
、
普
遍
性
へ
の
傾
斜
は
不
可
逆
で
あ
っ
た
。

　

補
論
で
は
、『
有
明
集
』
以
後
の
蒲
原
有
明
が
一
九
二
〇
年
代
に
発
表
し
た

語
源
説
的
な
テ
ク
ス
ト
（
以
下
〈
名
称
考
〉）
一
群
を
取
り
上
げ
る
。
従
来
語

源
説
と
し
て
読
ま
れ
、
看
過
さ
れ
て
い
た
〈
名
称
考
〉
は
、
有
明
に
と
っ
て

「
詩
の
正
道
」
に
据
え
る
べ
き
試
み
で
あ
っ
た
。
語
源
説
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
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ム
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
地
理
・
歴
史
の
中
心
に
〈
日
本
語
／
国
語
〉
を
繰

り
返
し
位
置
づ
け
、
そ
れ
を
特
権
化
せ
ん
と
し
た
。
有
明
の
ほ
か
に
も
与
謝

野
寛
や
佐
藤
惣
之
助
が
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
語
源
説
に
接
近
し
て
い
る
。

　
〈
名
称
考
〉
は
木
村
鷹
太
郎
著
『
世
界
的
研
究
に
基
づ
け
る
日
本
太
古
史
』

（
一
九
一
一
）
を
参
照
し
、
指
示
対
象
と
結
び
つ
か
な
い
音
韻
的
聯
想
を
志
向

し
た
が
、
実
際
の
テ
ク
ス
ト
は
音
韻
に
先
立
つ
記
述
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
初
期
は
語
源
説
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
脱
し
て
お
ら
ず
、
指

示
対
象
と
の
距
離
も
一
定
で
は
な
い
た
め
、
木
村
の
模
倣
に
過
ぎ
な
い
。『
日

光
』
に
分
載
さ
れ
た
後
期
〈
名
称
考
〉
は
、
語
が
語
自
体
に
回
帰
す
る
閉
鎖

性
と
、
言
語
間
の
遠
近
を
欠
い
た
平
面
的
な
記
述
に
よ
る
語
源
説
的
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
解
体
を
特
徴
と
す
る
。
木
村
の
方
法
を
デ
フ
ォ
ル
メ
す
る
こ
と

で
、〈
名
称
考
〉
は
語
自
体
が
空
転
す
る
よ
う
な
詩
法
へ
と
到
達
し
た
。

　

第
三
章
で
は
、
一
九
二
五
年
の
北
海
道
・
樺
太
旅
行
に
取
材
し
、
ア
イ
ヌ

語
を
多
用
し
た
「
老
い
し
ア
イ
ヌ
の
歌
」（『
日
光
』、
一
九
二
六
・
二
→
『
海

豹
と
雲
』
一
九
二
九
）
に
つ
い
て
論
じ
る
。
詩
中
の
ア
イ
ヌ
語
は
、
ほ
と
ん

ど
が
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
『
ア
イ
ヌ
人
と
そ
の
説
話
』（
一
九
二
五
訳
）
か

ら
の
引
用
で
あ
る
。
白
秋
が
詩
に
引
入
れ
た
ア
イ
ヌ
語
は
、
ロ
ー
マ
字
で
音

写
さ
れ
た
も
の
を
仮
名
文
字
へ
と
逐
字
変
換
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
重
訳
さ

れ
た
ア
イ
ヌ
語
は
、
身
体
の
な
い
文
字
だ
け
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。

　

掲
載
雑
誌
『
日
光
』
に
は
民
俗
学
的
性
格
が
あ
っ
た
。
白
秋
も
ま
た
『
古

風
里
謡
鈔
』
で
原
始
的
な
も
の
へ
の
遡
行
を
説
い
て
い
る
。
白
秋
は
「
老
い

し
ア
イ
ヌ
の
歌
」
を
折
口
信
夫
が
「
日
本
文
学
の
発
生
」
と
し
て
据
え
た
「
祝

詞
等
」
の
一
つ
と
す
る
。
し
か
し
本
来
、
成
立
の
異
な
る
ア
イ
ヌ
の
神
話
を
、

「
日
本
古
神
道
」
と
し
て
遡
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
詩
人
は
書
く
こ
と
に
よ
っ

て
ア
イ
ヌ
か
ら
声
を
奪
い
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
だ
。

　

白
秋
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
戯
曲
の
題
と
同
じ
「
生
け
る
屍
」
と
い
う
言
葉
で

ア
イ
ヌ
を
喩
え
た
が
、
こ
れ
は
、
当
時
ア
イ
ヌ
の
風
貌
を
ト
ル
ス
ト
イ
に
な

ぞ
ら
え
る
言
説
を
ふ
ま
え
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
あ
る
。
書
く
こ
と
で
、
見

る
／
見
ら
れ
る
の
関
係
さ
え
奪
わ
れ
た
の
だ
。

　

第
四
章
で
は
、『
満
洲
地
圖
』（
一
九
四
二
）
を
考
察
す
る
。
白
秋
は
満
洲

鉄
道
の
招
聘
に
応
じ
、
一
九
三
〇
年
に
満
蒙
を
旅
行
し
た
。
こ
の
詩
集
は
一

二
年
の
年
月
を
経
て
作
品
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

車
窓
か
ら
の
景
色
を
常
に
「
こ
こ
」
と
し
て
描
く
視
点
は
、
大
和
田
建
樹

『
地
理
教
育　

鉄
道
唱
歌
』（
一
九
〇
〇
）
の
旅
行
体
と
一
致
し
て
い
る
。
当

時
の
地
理
教
育
は
大
陸
を
一
眸
す
る
視
点
で
記
述
さ
れ
、
高
村
光
太
郎
ら
同

時
代
の
詩
人
も
そ
れ
に
倣
っ
た
。
白
秋
は
「
こ
こ
」
を
移
動
す
る
主
体
を
描

く
が
、『
満
洲
地
圖
』
の
満
洲
は
ま
た
郷
愁
の
対
象
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
一
九

〇
五
年
の
唱
歌
「
戦
友
」
に
歌
わ
れ
た
「
こ
こ
」
で
あ
り
「
と
ほ
い
」
満
洲

の
延
長
に
あ
る
。
遠
近
の
二
重
性
は
方
向
感
覚
を
喪
失
さ
せ
、
他
者
の
言
葉

を
オ
ノ
マ
ト
ペ
へ
と
逃
亡
さ
せ
る
。
他
言
語
と
緊
張
関
係
を
持
た
な
い
詩
語

の
あ
り
か
た
は
、
当
時
の
〈
国
語
〉
の
垂
直
性
に
相
即
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

満
蒙
旅
行
当
時
の
散
文
を
自
己
参
照
し
た
詩
が
複
数
あ
る
。
現
下
の
満
洲

が
描
か
れ
な
い
こ
と
で
、
そ
の
後
の
交
通
の
膨
張
が
不
可
視
な
も
の
と
な
り
、

詩
は
国
境
侵
犯
の
欲
望
を
か
き
た
て
る
。
過
去
の
満
洲
は
さ
ら
に
日
露
戦
争

の
史
跡
と
し
て
描
か
れ
、
満
洲
固
有
の
歴
史
が
た
ど
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。

一
九
〇
四
年
か
ら
一
九
三
〇
年
ま
で
に
固
定
さ
れ
た
『
満
洲
地
圖
』
の
史
観

の
中
で
、
主
体
は
日
露
戦
争
の
意
味
を
現
在
に
還
元
し
え
な
い
ま
ま
、
不
明

瞭
な
「
何
か
」
に
の
み
直
面
す
る
。
虚
構
さ
れ
た
日
本
語
の
「
地
位
」
を
肯

定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
詩
語
は
他
者
な
き
絶
対
性
に
安
住
し
て
し
ま
う
の
だ
。

（
か
わ
か
み　

ゆ
め
）


